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自分たちの地域をキレイに

わ力、平成15年 7月25日(1) 

皆
さ
ん
は
、
割
れ
た
窓
を
放
置
し
て
お
く
と
、

連
鎖
的
に
そ
の
場
所
で
凶
悪
犯
罪
、が
起
き
る
、

と
い
う
「
ブ
ロ
l
ク
ン
ウ
イ
ン
ド
ウ
理
論
」

を
ご
存
じ
で
す
か
っ
・実
験
で
は
、
車
を
-
週
間

放
置
し
て
も
、
何
も
起
き
な
か
っ
た
の
に
、
フ

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
ら
十
分
後
に
バ
ッ
テ

リ
ー
を
持
ち
去
ら
れ
、
タ
イ
ヤ
を
持
ち
去
ら
れ
、

一
週
間
後
に
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た

そ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
誰
に
も
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
感

じ
た
場
合
に
は
、
略
奪
や
破
壊
を
し
て
も
罪
悪

感
が
薄
い
か
ら
、
だ
そ
う
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
や
札
幌
市
で
は
、
地
域
を

キ
レ
イ
に
す
る
こ
と
で
犯
罪
発
生
が
減
少
し
た

と
い
う
結
果
、
か
出
て
い
ま
す
。

河
辺
村
で
は
、
七
月
六
日
に
道
路
の
草
刈
り

を
。
七
月
十
三
日
に
施
設
清
掃
を
行
い
、
自
分

た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
キ
レ
イ
に
し

ま
し
た
。

清
掃
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
犯
罪
の
防
止
や

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
図
ら
れ
ま
す
が
、
何

よ
り
も
、
使
う
時
に
気
持
ち
が
良
い
で
す
よ

ね
ー
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(2) 平成15年 7月25日

村
議
会
六
月
定
例
会
お
わ
る

一
般
会
計

特
別
会
計

六
月
補
正
予
算

fミ

平
成
十
五
年
第
二
回
河
辺
村
議

会
定
例
会
が
、
全
議
員
出
席
の
も

と
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

梅
木
加
津
子
、
梅
木
良
照
議
員

の
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、
報
告

四
件
の
承
認
、
条
例
の
一
部
改
正
、

制
定
等
の
議
案
六
件
、
十
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)

一
千
六
百
四
十
二
万
一
千
円
(
累

計
十
七
億
五
千
六
百
四
十
二
万
一

千
円
)
、
十
五
年
度
特
別
会
計
補

正
予
算
三
百
五
十
八
万
七
千
円

(
累
計
七
億
三
千
五
十
二
万
五
千

円
)
の
議
案
四
件
、
業
務
委
託
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
の
議
案
二
件

が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た。
続
い
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
岡
林
寛
氏
(
七
十

四
歳
)
H
一一一嶋

H
の
再
任
に
同
意
。

意
見
書
第
二
号
「
三
位
一
体
の
改

革
の
早
期
実
現
に
関
す
る
意
見

書
」
が
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

わか第 156号

一六、一一一、

四
二
一
千
円

五
八
七
千
円

⑪
 

梅
木
加
津
子

議
員

O
特
老
ホ

l
ム
の
建
設
や
高
齢
者

住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

(
村
長
答
弁
)

ご
承
知
の
よ
う
に
「
か
わ
か
み

荘
」
の
建
設
に
当
り
、
肱
川
町
・

河
辺
村
が
共
同
し
て
設
置
町
村
と

し
て
事
業
の
推
進
を
図
り
、
地
元

負
担
に
つ
き
ま
し
で
も
両
町
村
で

負
担
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
設
置
場
所
乙
そ
村
内
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
施
設
と
し

て
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
安
心
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
共

に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
希
望

者
に
は
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

福
祉
の
充
実
は
、
私
の
公
約
で

も
あ
り
、
高
齢
者
住
宅
に
つ
き
ま

し
て
は
、
合
併
ま
で
に
実
現
し
た

い
と
前
々
か
ら
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

梅
木

良
照

議
員

O
中
山
間
総
合
整
備
事
業
の
河
辺

村
分
の
事
業
費
等
に
つ
い
て

(
村
長
答
弁
)

中
山
間
総
合
整
備
事
業
は
、
肱

川
町
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
平
成

十
四
年
度
か
ら
県
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
実
施
し
て
お
り
今
年
度
の

事
業
箇
所
は
、
集
落
道
鴨
谷
線
と

防
火
水
槽
の
計
画
で
、
事
業
費
は

一
億
四
千
万
円
、
翌
年
度
以
降
の

事
業
は
、
事
業
計
画
の
見
直
し
ゃ

用
地
未
承
諾
で
、
稲
谷
用
地
整

備
・
農
村
公
園
・
施
設
間
連
絡
道

な
ど
が
実
施
で
き
な
い
状
況
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
実
現
の
可
能
性
の
あ
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
充
分
検
討
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
日
、
幼
稚
園
児
か
ら
中
学

生
ま
で
の
九
十
四
人
が
参
加
し

て
、
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。最

初
に
体
育
館
で
、
道
路
へ
の

飛
び
出
し
ゃ
道
路
で
遊
ぶ
こ
と
、

自
転
車
の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ

が
い
か
に
危
険
で
あ
る
か
を
、
ビ

デ
オ
で
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
校
庭
で
は
、
自
転
車
で

の
子
信
号
の
出
し
方
や
二
段
階
右

折
の
仕
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

一轟醐剥司

力ヌエjレ・フレデリック

力ナダ

ケペックj¥I¥1

名

蓄量

川|

出身地

氏

園

モントリオール市
手を挙げて渡ろうね

幼
稚
園
児
と
中
学
生
は
ベ
ア
に
な

っ
て
横
断
歩
道
や
交
差
点
で
の
正

し
い
渡
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
交
通
事
故
の
被
害

者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ

う
に
、
ホ
〈
通
ル

l
ル
を
守
り
ま
し

ょ、っ。

皆さん、シートベルトを締めましょうね

大
洲
交
通
安
全
協
会
河
辺
支
部

(
支
部
長
梶
川
吉
彦
)
は
、
村

内
の
主
要
な
場
所
に
、
安
全
運
転

啓
発
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
作
業
の
行

い
や
す
い
天
気
で
し
た
。

こ
の
看
板
の
設
置
に
よ
り
、
村

民
の
方
の
交
通
事
故
防
止
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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コ

二

年

前

河

辺

へ

は

じ

め

で

き

た

ら

、

道

が

ほ

そ

く

で
よ
て
く
ね
く
ね
で
し
た
。
ど
こ
へ
い
く
の
か
と
お
も
い
い

川
一
一
ま
し
た
!
は
じ
め
て
の
ひ
と
り
ぐ
ら
し
だ
っ
た
け
ど

配
引
に
き
ぽ
う
に
も
え
て
い
た
か
ら
さ
び
し
く
は
あ
り
ま
せ

工
ι

ん
で
し
た
。
ど
ん
ど
ん
学
校
や
村
や
人
に
つ
い
て
知

/
4
ι

り
ま
し
た
。
河
辺
が
私
の
"
ホ

l
ム
“
に
な
り
ま
し
た

0

1
5ん
を

英

語

を

教

え

る

た

め

に

日

本

ヘ

来

ま

し

2

圃
ツ
同
日
本
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
り
ま
し
た
!
私
や
外
国

軍
幽

zh叫
の
友
達
で
日
本
の
好
き
な
も
の
リ
ス
ト
を
作
り
ま
し

曹
胡

:
J
た
。
で
も
こ
れ
ら
の
物
は
ア
メ
リ
カ
に
あ
ま
り
あ
り

闇
圃
ぃ
ま
せ
ん
。
こ
の
リ
ス
ト
を
見
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
お
ど

ろ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の
こ
と
・
・
一

O
O
円

シ
ョ
ッ
プ
、
温
泉
、
お
か
し
い
英
語
が
書
い
て
あ
る
シ
ャ
ツ
、
屈
の

前
の
か
さ
立
て
、
穴
の
聞
い
た
コ
イ
ン
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
あ
ん
こ
、

お
に
ぎ
り
、
か
い
て
ん
グ
し
、
お
し
ぼ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
・
ボ
ッ
ク
ス
、

プ
リ
ク
ラ
、
き
も
の
、
太
こ
、
た
た
み
、
そ
ー
め
ん
な
が
し
、
金
ぎ

ょ
す
く
い
、
工
事
中
の
お
じ
ぎ
を
し
て
い
る
人
の
か
ん
ば
ん
。
河
辺

の
こ
と
・
・
私
た
ち
の
小
さ
な
家
族
に
に
て
い
る
学
校
、
田
の
か
え
る
、

河
辺
川
、
す
ご
九
日
み
ど
り
の
山
、
狸
、
金
木
せ
い
、
竹
、
ひ
が
ん
ば

な
、
し
い
た
け
、
そ
の
か
ち
ゃ
ん
ち
の
玉
子
、
さ
い
た
に
や
、
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
、
か
わ
い
い
日
本
人
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
英
会
話
、
ふ
じ
、

つ
ゆ
、
自
分
の
ア
パ
ー
ト
・
:
〕
ア
メ

リ
カ
ヘ
帰
国
す
る
時
、
こ
れ
ら
を
全

部
恋
し
く
思
い
ま
す
コ
一
番
大
切
な

こ

と

は

こ

の

リ

ス

ト

の

頂

点

は

「
人
々
」
で
す
。
そ
れ
は
生
徒
、
保

護
者
、
職
場
の
人
達
、
友
人
で
す
。

河
辺
村
の
み
な
さ
ん
、
二
年
間
ほ
ん

と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
な
た
た
ち
の
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

ま
せ
ん
。

T
h
a
n
k
y
o
u
-
-

(3) 

今
年
度
の
分
鉱
対
抗

戦
が
、
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
幕
を

開
け
ま
し
た
c

昨
年
度
は
、
雨
に
よ

る
延
期
が
一
日
も
な
く

予
定
ど
お
り
に
試
合
日

程
を
消
化
山
来
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
河
川
口
か

ら
雨
天
順
延
と
な
り
不

，イターソフトボール大会品

河辺の自然は大好きです 1

第
一
一
凹
高
齢
者
教
室
を
ふ
る
さ

と
の
宿
を
会
場
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
。教

空
で
は
、
講
師
に
稲
田
秀
一

村
長
を
お
迎
え
し
、
「
村
行
政
の

取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
現
在
の

市
町
村
合
併
ヘ
向
け
て
の
取
り
組

み
状
況
と
今
後
の
方
針
、
「
サ
ン

サ
ン
農
園
」
完
成
報
告
と
こ
れ
か

ら
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
の
講

話
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
公
園

に
お
い
て
村
長
杯
ク
ロ
ッ
ケ
!
大

会
が
行
わ
れ
、
雨
上
が
り
の
た
め

に
芝
午
が
水
を
吸
い
込
み
、
ボ
ー

ル
が
思
い
ど
お
り
に
転
ば
な
い
中
、

安
オ
幕
開
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

会

H
遅
れ
た
開
会
式
で
は
、
植

松
分
館
富
永
光
一
選
手
に
よ
る
力

強
い
選
手
宣
誓
で
、
八
チ

l
ム
に

よ
る
熱
い
戦
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

A
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
三
チ

l
ム

が
ふ
必
勝
一
敗
の
同
率
で
並
び
、

B

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
史
上
初
の
引
き

分
け
ゲ

1
ム
が
あ
る
な
ど
、
最
終

戦
ま
で
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
チ
1
ム
が

分
か
ら
な
い
程
の
視
戦
と
な
り
ま

し
た
。決

勝
戦
も
、
一
進
一
退
の
息
詰

ま
る
攻
防
が
展
開
さ
れ
、
わ
ず
か

二
点
差
で
勝
敗
が
決
ま
る
な
ど
最

後
の
最
後
ま
で
自
の
離
せ
な
い
試

合
と
な
り
ま
し
た
。

八
チ

l
ム
が
二
会
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

熱
戦
を
制
し
た
の
は
次
の
チ
ー

ム
で
す
。

A
、
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝

坂

本

ク

ラ

ブ

B
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝

北

平

ク

ラ

ブ

総

合

優

勝

坂

本

ク

ラ

ブ

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

相手の球を飛ばして…

さすが!ホームランキング 1

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
り

優
勝
北
平
分
館
(
三
年
ぶ
り
)

二

位

坂

本

分

館

三

位

植

松

分

館

四

位

大

伍

分

館

選
手
及
び
応
援
の
皆
さ
ん
大
変
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

~J 

正

館
報
第
一
丘
五
号
表
紙
本
文
中

で
、
い
ち
ご
の
品
種
を
「
と
よ
の

か
」
と
表
記
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

「
さ
ち
の
か
」
の
間
違
い
で
し
た

の
で
訂
正
致
し
ま
す
。
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

ま
た
、
三
ペ
ー
ジ
の
「
議
会
の

新
体
制
決
ま
る
」
文
中
の
、
市
町

村
合
併
調
査
研
究
特
別
委
員
会
構

成
員
に
、
古
野
青
弘
議
員
の
名
前

が
表
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
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愛
媛
県
で
は
、
新
規
参
入
者
等

の
森
林
経
営
へ
の
参
入
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
意
欲
的
な
森
林
経

営
者
の
育
成
を
目
的
に
、
他
産
業

に
従
事
し
て
い
る
森
林
所
有
者
や

退
職
後
森
林
経
営
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
方
々
等
を
応
援
す
る

た
め
、
森
林
・
林
業
全
般
に
わ
た

る
知
識
や
多
様
な
森
林
経
営
技
術

等
を
学
ぶ
、
森
林
経
営
セ
ミ
ナ
ー

を
開
講
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
最
新

情
報
や
森
林
の
活
用
方
法
等
に
つ

い
て
、
実
技
や
現
地
研
修
を
通
じ

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

rミわ

0 
第期

等開九ー
の講月四間
流式十
通及日
調び l
査講十

義一
、日

製
材

等

九百

第
二
回

九
月
二
十
四
日
j
二
十
六
日

育
林
、
間
伐
作
業
実
習

第
三
国

十
月
二
十
二
日

i
二
十
三
日

機
械
器
具
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

及
び
特
用
林
産
物
等
に
つ
い

て
の
講
義

第 156号

第
四
回

十
一
月
一
日

木
の
建
築
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
へ

の
参
加

第
五
回

十
一
月
十
九
日

l
二
十
日

優
良
林
業
地
視
察
研
修

(
県
外
)

第
六
回

十
二
月
十
一
日

講
義
及
び
開
講
式

(
日
程
は
、
天
候
等
の
都
合
に
よ
り

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
)

O
場

所

愛
媛
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
ほ
か

O
対

象

①
森
林
所
有
者
の
方

弟
を
含
む
)

②
森
林
の
管
理
、
経
営
に
関
心

の
あ
る
方

③
右
記
①
又
は
②
に
該
当
す
る

方
で
六
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
継

続
し
て
出
席
で
き
る
方 (

そ
の
子

O
定

員

県
下
全
体
で
十
五
名

O
受
講
料

無
料
(
但
し
、
交
通
費
、
食
費
、

は
受
講
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
)

O
お
問
い
合
わ
せ
先

セ
ミ
ナ
ー
の
詳
し
い
内
容
及
び

申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、
八
幡
浜

地
方
局
大
洲
林
業
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話
O
八
九
三
ー
ー
ニ
四
ー
四
=
三

(
担
当
一
篠
原
)

j
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
j

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

は
、
集
落
協
定
を
結
ん
だ
農
業
者

等
に
交
付
金
を
交
付
し
、
中
山
間

地
域
等
の
農
業
・
農
村
の
活
性
化

を
図
り
つ
つ
、
県
土
保
全
や
水
源

の
か
ん
養
、
や
す
ら
ぎ
の
場
の
提

供
な
ど
多
面
的
機
能
を
維
持
増
進

し
て
い
く
た
め
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
お
い
て
河
辺
村
で

は
、
十
四
集
落
・
四
十
七

h
a
で

こ
の
制
度
に
取
り
組
み
、
約
六
八

O
万
円
の
交
付
金
を
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

新
規
の
取
り
組
み
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
役
場
産
業
建
設
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

{
平
成
十
四
年
度
の
実
施
状
況
}

曇

河

辺

村

全

体

豪

集

落

数

一

一

四

集

落

対
象
農
用
地
面
積
一
四
七
h
a

回
一
一
八

h
a
(
三
七
・
八
%
)

畑
一
二
九
h
a
(
六
一
了
二
%
)

交
付
金
額
二
ハ
，
八
三
八
千
円

協

定

参

加

者

数

一

一

O
五
人

穆
一
集
落
あ
た
り
平
均
畿

対
象
農
用
地
面
積
一
一
一
一

h
a

交

付

金

額

一

四

八

八

千

円

協
定
参
加
者
数
一
七
・
五
人

義
一
参
加
者
あ
た
り
平
均
九
令

対
象
農
用
地
面
積
一

0
・
四
h
a

交

付

金

額

一

六

五

千

円

※
交
付
金
額
は
一
年
間
あ
た
り
の
額

ゃね(まし画官

ふ
る
さ
と
に
望
む

母親と一緒に

松
山
市
室
町

往

見

裕

子

(
下
大
成
出
身
)

「
今
か
ら
帰
ろ
う
わ
い
。
」
と
母
へ
の
電
話
で
車
に
飛
び
乗

る
。
松
山

I
C
か
ら
な
ん
と
高
速
道
路
で
(
時
代
も
変
わ
っ

た
な
・
:
)
一
時
間
半
の
ド
ラ
イ
ブ
。
肱
川
を
過
ぎ
た
あ
た
り

か
ら
窓
を
開
け
て
み
る
。
ん
?
風
が
変
わ
っ
た
?
木
々
の
匂

い
が
車
内
に
飛
び
込
む
。
「
わ
ぉ
!
タ
ヌ
キ
?
」
目
が
光
る
。

外
灯
も
な
い
夜
道
。
途
中
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
ラ
イ
ト
を
消
し

て
み
る
。
見
上
げ
る
と
満
天
の
星
。
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、

車
の
音
で
も
人
の
声
で
も
な
く
、
風
が
野
山
を
か
け
ぬ
け
る

音
と
、
虫
の
声
。
な
ん
と
い
う
賛
沢
。

「
こ
の
草
の
実
で
笛
が
で
き
る
よ
。
」
「
こ
の
葉
に
さ
わ
る

と
ブ
ツ
ブ
ツ
が
出
る
。
」
「
こ
れ
は
止
血
作
用
が
あ
る
草
。
」

そ
う
一
一
一
口
う
私
に
友
達
は
、
「
あ
ん
た
は
仙
人
か
?
」
誰
に
教

わ
っ
た
の
か
、
で
も
河
辺
で
は
誰
で
も
知
っ
て
る
こ
と
。

高
価
な
お
も
ち
ゃ
や
立
派
な
公
園
が
な
く
て
も
、
周
り
に

あ
る
も
の
す
べ
て
が
遊
び
道
旦
(
。
季
節
を
肌
で
感
じ
、
自
然

を
目
で
楽
し
ん
だ
。
時
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
た
子
ど
も
時
代
。

昔
の
ま
ま
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
は
言
わ
な
い
。
新
し
い
道

路
や
建
物
が
で
き
、
村
民
の
生
活
が
便
利
に
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
少
し
ず
つ
村
の
様
子
が
変
わ
っ
て
も
、
河
辺
は
河
辺
。

一
番
心
が
落
ち
着
く
私
の
ふ
る
里
。

河
辺
に
望
む
こ
と
?
何
も
な
い
。
た
だ
そ
こ
に
あ
っ
て
く

れ
さ
え
す
れ
ば
い
い
。

松
山
で
毎
日
忙
し
く
暮
ら
し
て
い
る
私
は
、
仕
事
が
一
段

落
す
る
と
、
つ
い
受
話
機
に
手
が
の
び
る
、

「
今
か
ら
帰
ろ
う
わ
い
。
」
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子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

守
ろ
う
!

最
近
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害

者
と
な
る
犯
罪
が
連
続
発
生
し

て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

登
下
校
の
時
間
帯
を
中
心
に
警

ら
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
様
も
子
ど
も
た

ち
を
見
か
け
た
ら
防
犯
意
識
を

も
っ
て
見
守
っ
て
ド
さ
い
。
な

お
、
不
審
者
等
を
発
見
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
警
察
ヘ
通
報

し
て
下
さ
い
。

大
洲
蕃
察
署

ニ
五
1

一
一
一
一

…
一
也
君
一

変
通
官
事
故
霊
山
一

五
月
卜
八
日
の
午
前
五
時
三
一

.
十
分
頃
、
長
浜
町
今
坊
の
国
道
一

…
二
一
七
八
号
で
、
双
海
町
方
面
に
一

・
走
っ
て
い
た
乗
用
車
が
、
ス
ピ
一

…
l
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
り
道
路
一

…
左
側
の
ガ
!
ド
パ
イ
プ
に
衝
突
一

-
す
る
交
通
事
故
が
発
生
し
ま
し
一

た

。

一

こ
の
事
故
で
、
運
転
し
て
い
一

…
た
若
者
(
用
乃
性
)
が
亡
く
な
り
一

ま

し

た

。

一

O
車

を

運

転

さ

れ

る

方

へ

一

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
た
一

…
い
へ
ん
危
険
で
す
っ
ク
ル
マ
は
一

…
便
利
で
楽
し
い
道
具
で
す
が
、
一

…
心
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
安
全
な
一

ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
一

ま
た
、
シ

l
ト
ベ
ル
ト
は
命
一

…
綱
で
す
。
必
ず
シ

l
ト
ベ
ル
ト
一

一

を

締

め

ま

し

ょ

う

。

一

〈
刑
問
刻
叫
刻
刻
劃
川
引
劃
町
一

し

て

下

さ

い

。

一

す
と
の
機
会

交
通
安
全

考
え
ま
し

皆
様
の
安
全

て
ミ
ま
す
。

こ
の
目
、
河
辺
中
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
川
上
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

お
よ
そ
三
百
六
十
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

途
中
、
暑
さ
の
た
め
六
名
が
保

健
室
に
運
ば
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
「
三
世

代
の
意
見
発
表
」
で
は
、
司
会
を

河
中
三
年
塚
野
静
香
さ
ん
が
務
め

ら
れ
、
河
中
三
年
井
脇
朔
平
さ
ん
、

河
中
二
年
清
水
と
も
み
さ
ん
、
肱

中
三
年
伊
藤
美
雪
さ
ん
、
肱
中
二

A

年
和
気
裕
明
さ
ん
、
大
洲
高
校
肱

川
分
校
二
年
寺
崎
健
展
さ
ん
、
河

辺
村

P
T
A
代
表
書
野
公
英
さ

ん
、
肱
川
町
P
T
A
代
表
藤
原
優

勝
さ
ん
、
河
辺
村
老
人
ク
ラ
ブ
代

表
玉
井
隆
さ
ん
、
肱
川
町
老
人
ク

ラ
ブ
代
表
飛
野
虎
生
さ
ん
、
の
九

名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
・
視
点
で

意
見
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
愛
媛
県
警
察
音
楽
隊

に
よ
り
、
「
あ
の
日
聞
い
た
猷

(
ふ
る
さ
と
・
ヤ
シ
の
実
・
赤
ト

ン
ボ
・
花
の
メ
ド
レ
ー
)
」
「
ア
メ

l
ジ
ン
グ
グ
レ

l
ス
」
「
涙
(
な

だ
)
そ
う
そ
う
」
「
地
上
の
日
生
」

の
問
曲
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
盛
出

の
う
ち
に
全
日
程
を
終
了
し
ま
し

た。
参
加
者
及
び
関
係
者
の
皆
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

心に響く意見発表でした迫力満点、の演奏でした

夏
季
は
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が

多
く
な
り
、
発
汗
に
よ
り
皮
膚
が

ぬ
れ
て
電
気
が
通
り
や
す
く
な
り

ま
す
c

ま
た
、
疲
労
か
ら
注
意
力

が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
、
感
電
な

ど
の
電
気
事
故
は
、
夏
季
(
七
l

九
月
)
に
集
中
し
て
発
生
し
て
い

ま
す
。そ

の
た
め
、
八
月
を
「
笥
気
使

用
安
全
月
間
」
と
さ
だ
め
、
経
済

崖
業
省
主
唱
の
も
と
、
電
気
使
用

安
全
の
周
知
・
啓
発
の
た
め
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
電
気
安
全
講
習

会
の
開
催
、
電
気
設
備
の
点
検
や

不
良
設
備
の
改
修
促
進
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

財
団
法
人
四
国
電
気
保
安
協
会

愛
媛
支
部
(
大
洲
事
業
所
)

宮

(
O
八
九
三
)
二
三
五

O
一ニ
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去
る
六
月
四
日
、
郡
中
学
総
体

が
内
山
地
一
民
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
て
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
で
競
技
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。さ

て
、
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

の
団
体
晴
は
、
一
回
戦
は
内
子
中

と
対
戦
し
ま
し
た
。
ほ
ぽ
互
角
と

予
想
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
惜
し

く
も
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
伺

人
戦
で
は
、
井
岡
朔
平
・
潰
本
貴

久
組
が
健
勝
し
、
県
大
会
へ
の
出

場
権
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
却
は
、
初
戦
内

fミわyう瓦

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
る
、
国

際
交
流
集
会
が
、
河
辺
中
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
ケ
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子
、
二
戦
目
優
勝
候
補
の
五
十
崎

に
敗
退
し
残
念
な
結
果
に
な
り
ま

し
た
。陸

上
大
会
は
十
三
日
に
大
瀬
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
女

子
走
り
高
跳
び
で
藤
岡
あ
や
の
さ

ん
が
二
位
に
入
賞
し
、
県
の
標
準

記
録
も
突
破
し
た
の
で
、
県
大
会

へ
の
出
場
権
を
勝
ち
取
り
ま
し

ニ
ア
共
和
国
出
身
で
大
洲
市
に
お

性
い
の
、
ア
ジ
ュ
ワ
ン
・
ア
モ

ン
・
オ
テ
ィ
エ
ノ
さ
ん
と
、
通
訳

と
し
て
奥
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
ケ

ニ
ア
の
文
化
に
つ
い
て
、
気
肢
の

ち
が
い
、
生
活
習
慣
の
ち
が
い
、

言
葉
の
ち
が
い
な
ど
特
に
母
国
語

で
あ
る
「
ス
ワ
ヒ
リ
語
」
や
「
数

の
数
え
方
」
を
、
興
昧
深
く
教
わ

り
ま
し
た
、
中
で
も
圧
巻
は
、
中

学
生
が
カ
ラ
フ
ル
な
民
族
衣
裳
を

着
せ
て
も
ら
い
、
ま
る
で
「
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
の
よ
う
で
し

た
。
何
ご
と
に
も
ニ
コ
ヤ
カ
に
、

気
さ
く
に
答
え
る
ア
モ
ン
さ
ん

の
、
明
る
い
竹
格
と
も
掴
ま
っ
て
、

肌
の
色
や
、
言
葉
の
川
い
を
越

た
。
参
加
選
手
十
一
名
中
六
位
内

入
賞
者
が
七
名
お
り
、
各
選
手
自

分
の
力
を
出
し
き
っ
て
い
ま
し
た
。

大
会
中
、
ご
多
忙
中
に
も
関
わ

ら
ず
、
熱
心
に
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
振
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

祝 1県大会出場

え
て
、
ア
モ
ン
さ
ん
も
そ
し
て
、

参
加
者
の
み
ん
な
も
相
子
を
坦
解

し
、
親
し
み
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

ファッションモデルで~す 1

花
史
時
よ
る

火
災
母
購
止
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
夏
の

身
近
な
遊
び
は
「
お
も
ち
ゃ
花
火
」

で
す
。
し
か
し
「
お
も
ち
ゃ
」
と

は
い
っ
て
も
、
花
火
の
原
料
は
火

薬
で
す

ρ

好
奇
心
の
旺
盛
な
子
ど
も
た
ち

は
、
想
像
を
ご
え
て
危
険
な
庁
向

へ
向
か
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
乙

そ
の
た
め
安
全
に
つ
い
て
は
、

大
人
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、
花

火
の
正
し
い
使
い
方
や
火
の
後
始

末
を
指
導
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
乙

正
し
く
便
っ
て
楽
し
い
花
火

O

花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

を
よ
く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し

ょ
v

つ。

。
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り

燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所

で
遊
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
c

O

風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊

び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

O

水
を
用
意
し
、
遊
ん
だ
後
は

後
始
末
を
必
ず
し
ま
し
ょ
う
o

C

た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度

に
火
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
w

つ。

。
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と

は
危
険
で
す
。
絶
対
に
し
な
い

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
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ワ

ン

ポ

イ

ン

ト

こ
ん
な
と
き
は
・
:
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
加
入
し
、
六
十
歳
ま
で
の

四
十
年
問
、
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
が
、
所
得

(
収
入
)
の
減
少
や
失
業
等
で
経
済
的
に
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
納
め
ら
れ
な
い
か
ら
」
と
い
っ
て
、
国
民
年
金
保
険

料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
ま
す
と
、
そ
の
間
に
事
故
や

病
気
で
重
い
障
害
が
残
っ
て
も
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
納
付
(
免
除
)

期
聞
が
不
足
し
て
、
年
を
と
っ
た
と
き
年
金
が
受
給
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
納
付
が
困
難

な
場
合
に
は
免
除
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

剛こんに事1eJ:鵠健師関(市1

3急 ~眼ほえみは回復薬!--- 高

平成15年 7月25日(7) 

たばこ、本当はやめたいけれど、やめられない…方へ

~禁煙相談のお知らせ~

大洲保健所では、禁煙を希量すあ方を対象に、個別面訟を実

施し、禁煙の支援を行っています。

電話予約制で、相談は来所にて1回1時間で、計3回程度 (2週

間に1回)となリます。日時は、電話で決定します。ニコチンパ

ッチの処方(自己負担)もします。この棋会に、禁煙に挑戦し

てみませんかっ

〈連絡先〉 健康栄養係大洲保健所保健謀

電話:24-3165 

全額免除と半額免除の対象となる収入のめやすは

たばこの煙には体に害を与える物質がいっぱい詰まっている

たばごの煙には、約4，000種類の化学物置が含まれていますが、

そのうちの約200種類が有害物質です。

その中には、約40種類ものがんを引き起こす吻質(発ガン性物

質)も含まれています。
夫か萎の

いすれかに

150万円)

ある場合ニコチン/たばこがやめられなけ原因になるほか、心拍数を増加

させたり、血管を縮め血液の流れを悪くします。

ル/10種類以ょの発がん物質が含まれておリ、肺をどす

黒くし、働きを低下させます。

一酸化炭素/血液中のヘモグロビンと結びつき酸素の運搬を邪置す

るので、患切れ スタミナ不足の原因になります。

タ

介護保険では、65歳以上の高齢者のh-の保険料は3年に1度改定されることになっており、

平成15年度がその改定の年に当たります。

平成15年度から平成17年度までの保険料と納め方については下記のとおりです。

(※市町村合併により、下記の保険料が変更になる場合もあります。)

保険料は、 65必になった日 (65歳の誕生日の前日)が属する月の分から納めます。

く例>11月1日生まれ→10月分から納めます 11月2日生まれ→11月分から納めます。

※ 老齢(退職)年金が年額18
万円以上の人でも、平成15年
度中に65歳になったとき、他
の市区町村から転入してきた
とき、所得段階の区分が変更
になったとき、年金を受けはじ
めたとき等は平成16年度の9月
分まで普通徴収となりますの
で、ご注意下さ l'o

六
十
五
歳
以
上
め
方
(
第
一
号

被
保
験
者
)
の
介
護
保
験
料
が

蛮
わ
り
ま
す

平成15年度河辺村

(問い合わせ先)

役場福祉課介護保険係
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8 月 9 月

かわべ幸福行きパスツアー (-3日) 2 健康相談
3 
4 

健康相談 5 
6 

7 
8 

9 

10 心配ごと相談 ・行政相談
心配ごと相談 ・人権相談・

11 
行政相談

12 

13 前夜祭ー龍馬を語る夕べ~
かわべふるさと祭り ・成人式 14 わらじで歩こう坂本龍馬脱藩の道

15 敬老会
16 健康相談
17 

18 

健康相談 19 

20 

乳幼児健診 21 

22 

23 渓流つり大会
24 

25 

26 

セット検診(基本・胃・肺・大腸)I北平| 27 

大洲喜多合併協議会
28 

セット検診(基本・胃肺・大腸)I坂本|
セット検診 (基本胃・肺・大腸)I植松| 29 

30 
郡スポレク大会(内子 ・郡内) 31 

未定
村議会定例会

合併問題地区懇談会

インフォメーション
災
犠
教
京
絞
殺
一
一
消
滅
一…
州

『
差
別
の
な
い
世
の
中
に
』

「
す
べ
て
の
人
聞
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か

っ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平

等
で
あ
る
。
」
こ
れ
は
世
界
人
権

宣
言
の
第
一
条
の
最
初
の
部
分
で

す
。し

か
し
な
が
ら
、
現
在
も
差
別

が
原
因
で
、
自
分
の
意
志
で
、
命

に
終
止
符
を
う
つ
人
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
差
別
と
い
う
も
の
が
な

け
れ
ば
人
々
は
皆
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
は
ず
な
の
に
。

差
別
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
も

の
の

一
つ
に
陰
口
が
あ
り
ま
す
。

陰
口
は
や
が
て
そ
の
人
に
対
す
る

差
別
の
雪
だ
る
ま
と
な
り
、
恐
怖

心
、
不
安
感
、
劣
等
感
な
ど
の
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。
陰
口
は
第

三
者
に
し
か
話
さ
な
い
の
で
、

雪

だ
る
ま
を
つ
く
っ
た
張
本
人
を
特

定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
の
原

理
を
分
か
っ
て
い
て
行
っ
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
陰
口
は
卑
怯
で

無
責
任
な
行
為
で
す
。
や
は
り
、

普
段
か
ら
人
に
左
右
さ
れ
な
い
判

断
力
を
し
っ
か
り
持
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
自
分
が
言
わ
れ
た
ら
ど

う
な
の
か
。
自
分
:
さ
れ
た
ら
ど

う
な
の
か
。
自
分
が
こ
う
い
う
立

場
に
立
た
さ
れ
た
ら
ど
う
な
の
か

と
い
う
、
「
相
手
の
気
持
ち
に
立

っ
て
考
え
る
こ
と
」
が
何
よ
り
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
差
別
は
い

け
な
い
、
自
分
は
差
別
を
し
て
い

な
い
、
と
い
う
よ
う
な
葉
や
茎
だ

け
を
切
っ
た
だ
け
の
考
え
方
で

は
、
植
物
の
よ
う
に
差
別
は
ま
た

生
え
て
く
る
の
で
す
。
「
差
別
を

許
さ
な
い
」
と
い
う
姿
勢
で
差
別

の
根
を
根
こ
そ
ぎ
取
っ
て
し
ま
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
差
別
の

な
い
世
の
中
、
ま
ず
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

1

3
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し
き

ト

い

朝

夕

に

春

告

げ

鳥

の

声

頻

リ

仲

怖

八

十
路
を
越
え
て
聞
く

優

し

さ

よ

勇

仲

仲

若
葉
よ
リ
つ
ぽ
み
ふ
く

ら

み

咲

き

ほ

こ

る

仲

仲

風

に

ゆ

ら

れ

し

木

蓮

の

花

高

橋

フ

ミ

エ

州

一

雨

上

り

し

我

が

家

の

め

ぐ

り

満

開

の

刑

判

棲

さ

霧

の

中

に

浮

き

た

つ

上
林
ヨ
シ
子

例

制

咲

き

誇

る

棲

に

無

情

の

雨

降

り

て

山

…

↓

も

や

い門

附

霧

に

溶

け

入

る

花

惜

し

み

つ

つ

大

野

伊

都

子

仲

↓

が
い
ど
う
ざ
く
ら

H

刷

花

曇

る

海

葉

棲

散

る

ま

で

は

仲

附

外

出
せ
ぬ
と
妻
の
う
そ
ぶ

<

戸

田

薫

明

特

仲

天

国

に

い

ま

す

か

父

母

宇

和

の

里

村

仲

七

人

姉

妹

の

声

ぞ

届

け

む

藤

原

茜

判

仲

な

い

で

解

き

に

秀

で

た

我

と

思

い

し

に

判

悦

な

ぜ

に

解

け

な

い

女

の

心

玉

井

隆

間

判
逝
き
ま
し
し
父
母
に
さ
さ
げ
ん
の
ど
自
慢

州

問

七

人

娘

が

れ

ん

げ

の

里

で

玉

井

線

開

4や
や
ま
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谷谷

人のうごき
(平成15年 7月l日現在)

世帯数 534戸
男子 645人
女子 684人

計 1，329人

H14. 7.1現 1，349(ム 20)

H13. 7.1現 1，365(ム 36)

H12. 7.1現 1，371(ム 42)

H11. 7.1現 1，392(ム 63)

HlO. 7.1現 1，404(ム 75)

女
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

沖
石
高
次
郎
(
竹
の
瀬
)
剖
歳

本
山
酒
造
磁
(
日
其
川
)
的
歳


